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背景 [1/3]

◆ 主力電源化の重責

⚫ 風力エネルギーは、地球環境に対してクリーンであるとともに、産業基盤に成り得るポテンシャルを有
しており、持続可能な社会に必要不可欠なエネルギーです。

⚫ 国内でも、再生可能エネルギーの主力電源化が位置付けられ、風力エネルギーの将来は明るく、
魅力的である一方、風力が果たすべき責任も重くなっています。

◆ 人材育成及び女性活躍

⚫ このような社会的期待に応えるため、日本風力エネルギー学会が担うべき役割として、風力に携わ
る人の層を厚くすることが考えられます。

⚫ とくに、持続可能な風力分野を実現するためには、他分野と比べて参加が少ない若手や女性にも
活躍していただける環境の整備が必要です。

⚫ 今期からは、全ての委員会活動に対して女性に参画していただけることになりました。

⚫ これを機会として、女性が本会で活躍しやすい環境を整え、風力エネルギー分野で活躍される女性
が益々増え、風力が盛り上がっていくことを期待しています。

◆ 長期的な取り組みの必要性

⚫ 人材育成及び女性活躍を推進する取り組みは、すぐに効果が表れるものではなく、10年、20年後
の社会の姿につながるものです。

⚫ 多くの若い方々や女性に参画していただき、地球の未来のために、風力を益々発展させていきます。
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背景 [2/3]

◆ 他の学協会の状況：活動例

⚫ 男女共同参画学協会連絡会

➢ 人文科学・社会科学・自然科学を含む全ての研究分野における日本の女性研究者比率は、
諸外国と比べ非常に低く、その現状を改善すべく、2002年に発足した組織。現在、STEM分
野における約100の学協会が加盟しており、男女共同参画の実現のために活動。

⚫ 活動

➢ シンポジウム

➢ 共催・協催・後援

➢ アンケート調査

➢ ワーキンググループ

• 各国施策調査

• 若手育成

• リーダーシップ活動の機会均等

• 女子中高生理系進路選択支援

• 男女共同参画に関わる勉強会

➢ 要望・提言・声明
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第19回（2021年）「女性研究者・技術者を育む土壌を耕し意思
決定の場を目指す人材を育成する」

第18回（2020年）「女性研究者・技術者の意思・能力・創造性
を活かすために」

第17回（2019年）「科学・技術分野の次世代育成と環境づくり」

シンポジウムのテーマ例
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背景 [3/3]

◆ 他の学協会の状況：学生会員比率

⚫ 他の学会における学生会員比率1)2)は、調べた中で最も高いのは、生物物理学会（正会員数
2,500名）で44%。

◆ 他学会の状況：男女比率

⚫ 土木学会の女性会員の推移の事例を示す3。土木学会では、女性会員数の動向も把握できるよ
うに、毎年公表している。
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情報処理
学会

電子情報通
信学会

日本機械
学会

日本化学会
人工知能
学会

日本物理
学会

土木学会 JWEA

7.7% 12.7% 11.5% 16.9% 18.0% 16.8% 13.2% 13.9%

1) 磯田, ”理科離れ？顕微鏡離れ？”, 顕微鏡, 45巻, 2号 (2010).
2) 益田, ”学生会員勧誘と育成のお願い”, 情報処理, 46巻, 3号 (2005).
3) 土木学会ダイバーシティ・アンド・インクルージョン推進委員会、http://committees.jsce.or.jp/diversity/JSCE-members



第43回風力エネルギー利用シンポジウム 2021年11月18日

JWEAの会員数の動向

◆ 最近の10年を集計（2010年度～2020年度）

◆ 団体会員が2017年以降増加、個人会員数は若干減少傾向

⚫ 2014年から特別団体会員（現在20社）を募集

◆ 学生会員の比率 10.9%、横ばいで推移（13.9%、2021年11月現在）

◆ 女性会員の比率 2.7%、増加傾向（4.9%、2021年11月現在）
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JWEA会員数及び団体会員数の推移 JWEA女性会員数の推移

JWEA特別団体会員
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JWEAのこれまでの取り組み事例

◆ 座談会「我が国の風力発電を担う人財の育成について」（2017年1月6日）

⚫ 我が国の風力発電の未来を担う人財育成について、今後、JWEAとしてどのように取り組んで
いくべきか方向性について議論。

➢ 学生にいかに風力業界の魅力を伝えるか、魅力的に見せるかが重要

➢ JWEAとJWPA協働での人材育成タスクフォースの設置

◆ アンケート 「日本風力エネルギー学会への期待と役割」（2017年10月）

⚫ 各種取り組みの必要性を提案

➢ 若手会員数の増強、若手が活躍する学会活動を増やす取り組み

➢ 女性会員、業種など多様化の推進

➢ 地方における参画者、活動・取り組みの増強

➢ 会員相互の情報交換の活性化

➢ これまでの理事会中心の活動・取り組みのみならず、学会員がさらに活躍できる場の充実
化の検討が必要。

◆ 座談会「日本風力エネルギー学会の将来像を語る」（2017年10月17日）

➢ 一般の方々に対する風力エネルギーの理解を促進

➢ 教育機会を増やす

➢ 地方、若手を含めた学会員の活躍の場を広げる

➢ 会員相互の情報交換を促進する 他
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これまでの取り組みから得られた「若手及び女性活躍」に関する結論とアクション
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◆結論

⚫ 「若い会員」を増やし、若手の活躍の機会を拡大する必要がある。

⚫ 「女性会員や異業種からの会員」を取り込み、多様化を推進する必要がある。

⚫ 「地方における活動」を強化拡大し、会員の参画機会を増やす必要がある。

◆ 人材育成及び女性活躍ワーキンググループの設立

⚫ このような社会的期待に応えるため、日本風力エネルギー学会が担うべき役割として、風力に携
わる人の層を厚くすることが考えられる。

⚫ とくに、持続可能な風力分野を実現するためには、他分野と比べて参加が少ない若手や女性に
も活躍していただける環境の整備が必要。

⚫ 今期からは、全ての委員会活動に対して女性に参画していただいた。

⚫ これを機会として、女性が本会で活躍し易い環境を整え、風力エネルギー分野で活躍される女
性が益々増え、風力が盛り上がっていくことを期待。
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若手及び女性活躍推進ワーキンググループの紹介

◆ メンバー

⚫ 飯田（東大）今村（WINC）植田（WINC、WGリーダー）上原（インベナジー）

岡山（東芝エネルギー）菊地（東大）飛永（日立）豊田（駒井ハルテック）

永尾（足利大）（五十音順）

◆ 目的

⚫ 若手及び女性の活躍の推進を目的とし、併せて、会員相互の交流および国内外の研究者・技術
者との交流を図ることを目的とする。

◆ 活動内容案

⚫ 若手及び女性活躍に関する情報の公開（国内外の研究者・技術者の研究紹介）

⚫ 会員相互のネットワーク形成を支援（座談会、交流会、講習会、ワークショップの開催）

⚫ 中高、大学との連携（出前事業、説明会の開催）
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現状の課題と対応［1/2］

◆ 若手人材の獲得（成長中の風力産業を支える人材を
如何に増やすか）

⚫ 洋上風力を中心とした風力の主力電源化という社会的期待
に応えるべく、2050年脱炭素化を見据えて、風力業界の人
材を厚くする。

➡ 業界の内外にいる人に対して、どのような仕事があるのか、ど
のような研究があるのかを、積極的に情報発信。

◆ 多様性（女性・地方・国際人材の活躍）

⚫ どのように、新しい人材を業界に引き込むか。

➡ キャリアパスの見える化。

➡ 活躍の場を作る。

◆ 情報交換の活性化（会員相互の交流の機会を如何に
作るか）

⚫ 若手同士の交流、女性同士の交流、他大学との交流、他社
との交流、世代を超えた交流。

➡ 学会として多様な交流・情報交換の場を提供。
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学会誌「風力エネルギー」 私の一日

情報発信、キャリアパスの見える化の事例
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現状の課題と対応［2/2］

◆ 各フェーズにおける課題と対応策
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小・中学校 高校 大学 就職
昇進・
昇格

退職・
再就職

初期キャリア
フェーズ

中期キャリア
フェーズ

後期キャリア
フェーズ

初期就学
フェーズ

中期就学
フェーズ

後期就学
フェーズ

JWEAの情報発信
・出前授業
・工作教室
・見学会

・女子高生理工系進路選択支援

・女性研究者・技術者キャリアパス支援

・女子大生キャリア支援

・女性リーダー育成・支援

大ジェンダーギャップ

小

課題
・ 無意識のバイアス

・ 仕事と家庭の両立
・ 経験・機会の不均等

フェーズ

ポジティブアクション

ポジティブ
アクションの
割合
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まとめ及び今後の計画

◆ 今までの取り組みを更に発展

⚫ 学会40周年に企画された座談会やアンケートや座談会で得られた知見及び提言

◆ 現在の活動

⚫ 学会誌「風力エネルギー」 “わが社と風力エネルギー”、“私の１日”

⚫ 代表委員候補者について、若手・女性会員数の増強 （代表委員50名中女性3名）

⚫ 委員について、若手・女性会員数の増強 （委員35名中女性8名）

⚫ 若手及び女性活躍推進WGの発足

◆ WGが目指したいこと

⚫ 数は少なくても、皆それぞれが違う価値観を持っているということを大事にしたいと思います。

⚫ 様々な立場、視点、価値観をお互い尊重し、多様な意見を出し合うことが、業界や学会の成
長に繋がると考えています。

⚫ 「どう実現するか」に重点をおいて議論を進め、行動に移していきたいと思います。

⚫ 10年、20年後のあるべき姿を目指して、継続的に活動を進めていきたいと思います。
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